
ホプ キ ンズ とラフ ァエ ロ前 派

水 田 圭 子

ここに ホプ キンズ とラファエ ロ前 派(thePre-RaphaeliteBrother-

hood)を 並 べ てみたい。前者 の生涯 は1844年 か ら1889年 で あ る。後者

の運動 はPre-RaphaelitePaintingsfromtheManchesterCity且7≠

Gallery(London:LundHumphries,1980)に よ ると,1848年 に 結成

され る。や が て1853年 の ク リス ティーナ ・ロゼ ッティの ソネ ッ トでは,

こ のグループ が離 れ離れに な るこ とを表 わ してい る とあ る。1)1860年 代

か ら1870年 代 以降 は第二次 ラファエ ロ前 派の運動 とな る。

さらに この本 は ウィ リア ム ・マイケル ・ロゼ ッテ ィが要約 した この一

派の 目的 を引用す る。(1)表 現 すべ き純粋 な考 え を持つ こ と。(2)表 現

の仕方 を会 得 で きるよ うに,自 然 を注意深 く研 究す るこ と。(3)因 襲 的

で 自己 をひけ らか した り,機 械 的に学ば れた ものは除外 して,そ れ まで

の時代 の芸術 において,卒 直で,真 面 目で,深 く心 に感 じられた もの に

共 鳴す るこ と。(4)最 も必要 欠 くべ か らざるこ とは完全 に良い絵 と彫刻

を作 り出す こ とであ る。2)この よ うな 目標 に対 して,こ の本 の著 者 は結論

として,ラ フ ァエ ロ前派の画家 た ちの業績 の矛盾点 をあげてい る。 その

うちの幾 つか とホプ キンズ を並列 させ てみたい。「彼 らは近代 生活 を見 な

が らも,中 世 の伝 説 をふ り返 る。」3)彼 らはラフ ァエ ロ以前 の素朴 な画家

たちに注 目 した。 この点か らホプ キンズ を見 るな ら,彼 も現代 を描 くの

に結果 的に はAnglo-Saxonの 時代 に注 目した と言 える。

また ラファエ ロ前派 は 「自然の外形 を一生 懸命に眺め たが,実 の とこ

ろ彼 らは情緒や 想像 の方へ 内省 的に 向か った。」3)こ の 点 か らホプ キ ンズ

を見 ると,彼 の 日記 も自然 の外 形へ の 克明な記録 に あふれてい る。例 え

一20一



図

2

ド

ラ

ク

ロ

ア

「
ド

ン

・
ジ

ュ

ア

ン

の

難

船

」

図

ー

ブ

ラ
ウ

ン

「
ユ
ン
グ

フ
ラ
ウ

の

マ
ン
フ

レ

ッ
ド

」



図

4

ホ
プ

キ

ン
ズ

「
平
底

船

の
男

」

図

3

ブ

ラ
ウ

ン

「仕
事

」



図

6

ラ

ス
キ

ン

「片
麻

岩

の
素

描

」

図

5

ホ
プ

キ

ン
ズ

「崖

の
低

林

の
岩

」



図

8

ホ
プ

キ

ン
ズ

「
ア
イ
リ

ス
」

図

7

ミ

レ

ー
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ば,雲 や夕 日,そ の他 の気象現象,海,植 物,建 築物の内観,外 観,ま

た時には,身 のまわ りの現象に科学者のような目を向ける等である。そ

の観察にはラファエロ前派の絵 と同様,intensityが ある。張 り詰めてそ

の内部へ食い入るようである。`inscape'と か`instress'と`in'を 強調す

ることがわかる。一方先入観を捨て,物 や現象を素直に真面 目に一心に

観察するこ とは,瞑 想の内的世界にひたることでもある。雲の観察では

ラスキンや コンスタブルがいるが,ホ プキンズにとって も無限の美を表

わす雲や夕 日,日 の出等は神や天国の片 りんとして自ら精神的合体 を求

めたものであろう。またホプキンズも言っているように,彼 を魅了する,

木や雲の観察 をすることにより,そ れ らはやがて詩的栄養物 として彼の

心に沈澱す る。

先の本の著者 は,ラ ファエロ前派が掲げた目的のうち二点は見事に達

成されたとして,「表現すべき純粋な考 えを持つことと完全に良い絵 を描

くこと」3)をあげている。この点はホプキンズにおいて も同じであった と

思われる。詩を作 る動機は真面 目なものであり,詩 の言葉の面では,巧

みに言葉 を組み合わせ たりして努力している。ラファエロ前派,特 に,

ダンテ ・ガブ リエル ・ロゼ ッティの独特の端正な美人 とその想像の世界

は,ホ プキンズにおけ る理想の人キリス トと,彼 の丹念な自然観察か ら

生まれた自然を描 く言葉 との関係 と並列する。ラファエロ前派の画風が

他の画家たちに影響 していったように,ホ プキンズも鷹に代表され る模

範的な鳥の詩等を書いて後の詩人に影響 を与えている。

さて以上の並列の他 に,ラ ファエロ前派は詩 と結びついているが,ホ

プキンズも 广人魚の幻想」(1862)の 絵 を同詩にそえている、 また詩 「ド

イチュラン ド号の難破」は絵 として思い浮かべ るなら,歴史,物語ものに

入るかもしれないが,迫 力,ド ラマ性は,ラ ファエロ前派と基本的には

同 じ目標を共有 していたフォー ド・マ ドックス ・ブ ラウンの 「ユングフ

ラウのマンフレッ ド」図1(1840-61)(バ イロンの劇 『マンフレッド』よ
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り主題 を と り,ユ ングフラウの絶壁 で 自殺 を しそ うにな る主 人公 の劇 的

瞬間 を描 く)4),ま た ブ ラウンの先生 の先 生 にあた る ドラクロアの「ドン ・

ジュア ンの難船 」図2(1840)(バ イ ロンの 『ドン ・ジュア ン』 第2編 によ

る。難船 者 たちに よる運命の くじ引 きの瞬 間 を描 く)5)などの劇 的場 面 と

相 並ぶ。

この よ うに ホプキ ンズには絵画力 があ り,彼 自身,プ ロの画家 の よ う

にデ ッサ ンは とて も巧 みであ った。The/ournalsandPapersofGerard

ManleyHopkinsの 付 録の図版2は モ リスの壁 紙の模様 を思 わせ る。図

版9と もあわせ,装 飾的でひ らべ った く感 じさせ る。 また余 白 をきれ い

に生か しあ る限 られた空間,円 とか半 円,半 円 と四角の組み合 わせ た空

間の内部へ描 くや り方,そ の まわ りに文 字 を入 れ るのは,ア ーサ ー ・ヒ

ュー ズの 厂オフ ィ リア」(1852)(シ ェ イクス ピアの 『ハム レ ッ ト』 によ

る)6},フ ォー ド ・マ ドッ クス ・ブ ラウンの 「仕事 」図3(1852-65)(勤 勉

と怠惰 のモ ラ リステ ィ ックな対比 と,謙 虚 な人々へ の共感 を描 く)7)な どと

形式が似 て いる。図版21の`Maninapunt'(「 平 底船 の男」図4)は,ブ

ラウンの 厂仕事 」の 中の土手 に休 ん でいる人の姿勢 を思 わせ る。また「仕

事」では 中央の土 方の人が,力 強 く,画 家 にたた えられ る ように描 か れて

い るが,ホ プ キンズが詩 「フェ リックス ・ラ ンダル」で フェ リックスの

力 強い姿 を惜 しんだこ とを思 い出 させ る。

図版11`Rockinthecliffcopse.Shanklin.July.1863'(厂 崖 の低林

の岩」図5)は ラ ス キンの`Drawingofgneissrock'(1853)(「 片 麻岩の

素 描」図6)8)を 思 い出 させ る。 この付録 の説 明では二枚 を除 いて主 として

掲載 され てい るのはホプ キンズの若 い ころ19才 か ら22才 ま でのスケ ッ

チであ る。 また ホプ キ ンズは ラファエ ロ前派 に対 しては きちん とした批

評精神 をもって賞讃 した とあ る。それは1874年 の5月 アカデ ミー で見た

ミレー(SirJohnEverettMillais)の 絵 について もよ くな い点 はは っき

り言 ってい る。若 いころ ミレーが好 きで,図 版1,2に み られ るよ うに ミ
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ヒーの組み合わせ文字をまねて自分の頭文字 を組み合わせたとある。「三

子のたましい,百 ま で」とあるように,15才 の ときミレーの絵に親 し

んでいたことは,生 来この画家が好 きなのか もしれ ない。 ミレーの

`Autumnleaves'図7(1856)(ほ のかに煙が見えるたき火を囲む4人 の少

女 を描 く)9)を見 るとき,絵 の右側に思索にふけるように くすぶ る落 葉

の山を見ている小さな女の子がいる。ホプキンズの`SpringandFal1:

toayoungchild'(1880)は それな りにモデルがいるか もしれないが,

どうしてもこのミレーの絵の中の女の子のためにホプキンズが この詩を

書いたように思われてならない。

ホプキンズのデ ッサンの中で他にラファエロ前派 と関連 ある並列的要

素は,初 期の 日記の挿絵の幾つかである。それらはゴシック建築のスケ

ッチである。ホプキンズは日記の中で訪れた教会の建物や天井を詳 しく

記述 した り,時 には挿絵を入れる。ゴシック建築の窓は美的空間の象徴

であり,窓 の内部にさまざまな図形や図柄 を実現できる。 ラファエロ前

派が絵 を描 く空間 として用いる円や円と四角形の組み合わせなど,ゴ シ

ックの窓の形態の変化 したもの と言えよう。挿絵24は 中世風 ともとれる

若者の姿が描かれている。またラスキンの好んだ睡蓮 を描いた挿絵20の

す ぐ卞に簡単にラファエロ前派 とその画家たちの名が記されている。1°)

図版10は,ラ スキン流のち密な 「アイ リス」図8の素描で素晴しい出来で

ある。ホプキンズのこのような物をち密に観察する力は日記によく表わ

れている。それは物 の個性や真実を探究 しようとする克明な努力の記録

でうその点ではラファエロ前派の画家の真 しな努力や究明精神 と通 じる

と言える。

ただホプキンズはより詩の方にひかれたのであろ う。ThePre-Rapha-

elite(1970)を 書いたTimothyHiltonに よると,ラ ファエロ前派の画

家が表現 していないものは喜びであるという。IDこ の点ホプキンズは自

然の中で美 しいものに出会 ったとき,そ れは神の栄光にも通 じるので,
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喜 び を 詩 に 表 現 せ ず に は い ら れ な い 。 喜 び を 表 す に は 詩 は 音 楽 と 共 に ふ

さ わ し い も の で あ る 。 ホ プ キ ン ズ は 音 楽 方 面 に も 才 能 が あ り,よ り豊 か

な 下 地 に よ り,ラ フ ァ エ ロ 前 派 の 画 家 た ち と 同 じ よ う に 新 し い 手 法 を求

め て 歩 ん だ 人 と 言 え よ う。
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